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国
の
医
療
・
福
祉
の
流
れ
に

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
８
回
総
会
開
催

　

医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況
が
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
九
三
年
、
第

八
回
総
会
は
六
月
六
日
、
東
京
・
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
午
後
一
時
よ
り
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
、
各

加
盟
団
体
の
代
表
八
十
八
人
が
参
加
。

冒
頭
、
伊
藤
代
表
幹
事
は
「
最
近
い
ろ

い
ろ
な
審
議
会
の
答
申
や
報
告
が
発
表

さ
れ
、
こ
れ
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
国
の

医
療
と
福
祉
の
大
き
な
流
れ
が
明
確
に

な
っ
て
き
ま
す
。
全
て
の
国
民
に
か
か

わ
る
大
改
悪
が
進
め
ら
れ
よ
う
こ
し
て

い
る
今
年
は
、
国
の
動
き
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
大
事
な
年
に
な
り
ま
す
。

形
式
的
で
は
な
く
、
真
剣
な
討
議
を
通

し
て
総
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
議
長
団
に
水
谷
幸
司
氏
（
全

国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
）
と
高
谷

修
氏
（
京
都
難
病
連
）
を
選
出
し
て
、

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
活
動
報
告
は
小
林
事
務
局
長

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
六
省
へ
延
べ

百
十
二
人
が
参
加
し
た
各
省
交
渉
、
署

名
数
五
十
五
万
人
を
超
え
る
請
願
、
未

加
盟
の
大
分
県
難
病
連
も
参
加
し
た

　

「
地
難
連
交
流
会
」
、
組
織
面
で
は
香

川
県
難
病
連
の
加
盟
、
未
加
盟
地
難
連

の
加
盟
に
向
け
て
の
動
き
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
今
後
、
役
員
・
事
務
局
体
制
の

一
層
の
強
化
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

　

会
計
報
告
の
後
に
、
代
表
幹
事
が
今

年
度
の
活
動
方
針
案
と
し
て
、
多
く
の

緊
急
課
題
に
対
応
す
る
た
め
総
力
を
結

集
し
た
大
運
動
を
目
指
す
方
針
を
提
案

し
ま
し
た
。
報
告
を
受
け
て
各
評
議
員

か
ら
の
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
議
案

は
決
算
・
予
算
と
と
も
に
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
選

出
委
員
会
よ
り
新
年
度
役
員
候
補
者
が

提
案
さ
れ
、
全
員
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
ち
に
幹
事
会
が
開
か
れ
、
新
年
度

執
行
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
総
会
宣
言
」
が
提
案
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
協

力
会
員
海
外
研
修
派
遣
で
研
修
を
終
え

た
菅
原
道
子
さ
ん
（
北
海
道
難
病
連
）

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
福
祉
状
況
視
察
体
験
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
あ
っ
た
「
勇
気

と
元
気
を
持
っ
て
地
域
・
団
体
に
帰
れ

る
よ
ラ
な
総
会
」
は
、
重
大
な
転
換
期

に
大
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
議

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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仙
年
度
活
動
方
針
案
報
告
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今
、
社
会
保
障
は
節
目
の
時
代

医
療
餅
東

　
　
　

全
鉦
遺
棄
浪

　
　

「
難
病
対
策
」
の
二
十
年
目
を
迎
え
、

厚
生
省
は
抜
本
的
な
見
直
し
検
討
を
図
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
審
議

会
の
成
人
難
病
対
策
部
会
に
難
病
専
門
委

員
会
を
設
け
、
今
秋
の
答
申
を
め
ざ
し
て

審
議
を
急
い
で
い
ま
す
。
同
じ
く
「
小
児

慢
性
特
定
疾
患
対
策
」
も
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
、
新
た
な
「
母
子
保
健
法
」
づ

く
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
咋
年
度

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
国
会

へ
提
出
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
重
要
な
対
策
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
極
め
て
慎
重
に
検
討
が
す

す
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
患
者

・
家
族
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

報
告
に
立
つ
伊
藤
代
表
幹
事

つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
に
医
療
法
の
大
改
正
と
診
療
報
酬
の

大
改
訂
が
、
私
た
ち
の
反
対
に
も
か
か
わ

ら
ず
成
立
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
様
々
な

懸
念
を
表
明
し
ま
し
た
。
懸
念
は
現
実
の

も
の
と
な
り
、
ま
す
ま
す
難
病
患
者
・
長

期
療
養
患
者
の
行
く
道
が
せ
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
医
療
法
や
診
療
報
酬
は
さ
ら
に

大
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
受
診
体
制
と
受
け
皿
が
用
意
さ
れ
な

い
ま
ま
で
の
在
宅
医
療
の
推
進
、
自
己
負

担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
健
康
保
険
法
の
大
改
正
の
準
備
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
入
院
給
食
費
の

保
険
適
用
除
外
な
ど
、
患
者
を
病
院
か
ら

締
め
出
し
、
経
済
力
の
差
に
よ
る
医
療
差

別
が
持
ち
込
ま
れ
、
患
者
・
家
族
の
負
担

が
一
層
強
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
営
利
事
業

へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
、

絶
対
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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福
祉
の
凍
贋
尊
攘

　

福
祉
の
面
で
は
、
福
祉
八
法
が
大
改
正

さ
れ
。
多
く
の
権
限
と
責
任
、
業
務
が
市

町
村
に
委
譲
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
福
祉

＠
を
育
て
る
こ
と
は
私
た
ち
の
要
求
で
も
あ

り
ま
す
が
、
十
分
に
国
民
の
議
論
と
総
意

を
得
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
で
様
々
な

矛
盾
と
混
乱
が
起
き
て
い
ま
す
。
本
来
同

じ
く
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
諸

制
度
に
市
町
村
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
各
県
毎
に
市
町
村
の
対
策

格
差
を
点
検
し
、
速
や
か
に
改
善
す
る
こ

と
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

乙
昔
笹
栗
…
…
…

　
　

理
念
森
見
直
皆

　

国
は
障
害
者
対
策
の
新
た
な
計
画
、
障

害
者
雇
用
に
関
す
る
提
言
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
社
会
保

障
制
度
審
議
会
・
将
来
像
委
員
会
が
発
表

し
た
第
一
次
報
告
で
す
。
こ
の
報
告
は
、

従
来
、
私
た
ち
が
理
解
し
て
い
た
「
社
会

保
障
」
の
考
え
方
や
定
義
を
根
本
的
に
つ

き
崩
し
か
ね
な
い
も
の
で
す
。
「
社
会
保

障
」
と
は
、
国
民
が
時
問
と
歴
史
を
積
み

重
ね
、
総
憲
を
形
成
し
、
憲
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
、
国
が
責
任
を
持
つ
も
の
で
あ

る
と
理
解
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
報

告
は
、
「
相
互
扶
助
」
「
連
帯
の
精
神
」

　

「
自
助
努
力
」
が
強
調
さ
れ
、
「
受
益
者

負
担
」
を
求
め
て
お
り
、
明
ら
か
に
国
の

責
任
と
負
担
を
軽
く
し
、
国
民
個
々
の
負

担
を
重
く
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
「
社
会
保
障
」
の
理
念
が
大
き

く
後
退
し
、
「
憲
法
二
五
条
」
が
な
し
崩

し
に
空
洞
化
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
懸
念

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

各
種
公
共
料
金
の
値
上
げ
、
預
金
金
利

の
引
き
下
げ
な
ど
国
の
政
策
の
全
て
が
私

た
ち
に
直
接
、
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
は
、
医
療
・
福

祉
の
狭
い
枠
の
中
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く
幅
広
く
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
す
。
身

障
福
祉
法
の
抜
本
的
な
改
革
と
暮
ら
せ
る

年
金
、
障
害
年
金
給
付
額
の
大
幅
な
引
き

上
げ
、
無
年
金
者
の
救
済
も
緊
急
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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九
三
年
は
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
、
医

療
、
福
祉
政
策
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要

な
年
で
す
。

　

患
者
運
動
を
理
論
面
と
人
材
面
で
支
え

る
「
患
者
運
動
研
究
所
」
の
設
立
や
、
地

域
の
患
者
・
家
族
の
拠
り
所
と
し
て
、
全

国
の
都
道
府
県
に
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
を

建
設
さ
せ
る
こ
と
は
、
優
先
的
な
課
題
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
患
者
・
家
族
の
願
い
を
実
現
さ

７。鰭鯵參の抑闇1995

せ
る
た
め
、
医
療
法
や
診
療
報
酬
制
度
、

　

２

健
康
保
険
制
度
の
改
悪
、
社
会
保
障
の
後

　

Ｊ
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1993年度重点課題
①

　

患者・家族の現状と願いをくみあげ、保健、医班、福祉、教育

　

就労、住宅ミ交通など幅広い要求実現のための活動をすすめまし

　

よっ

②

　

難病対策・小児慢性特定疾患対策の見直しの動きに対応して患

　

者一家族の現状と願いに基づいた政策提言を行い、その実現をめ

　

ざす運動をすすめましょう

③

　

新たな総合的難病対策推進と地域の州病対策のネットワークの

　

中心として、州病忠者・長期療養患者・障害者のよりどころとし

　

て、そして患者連動の拠点として、全国都道府県に狸病センター

　

を実現させる運動をすすめましょう

④

　

障害年金を改正し、障害者・難病患者が自立できる給付額を実

　

現させ、無年金者を「就済」する連動をすすめましょう

⑤

　

医療法改悪や診療報酬改訂による患者の不利益を点検レ改善

　

させる運動をすすめましょう

⑥

　

入院給食費の自己負担化など、心者の闘病条件をいっそう困難

　

に陥れる健康保険制度の大改悪に反対する運動をすすめましょう

⑦

　

福祉八法改正による市町村格差の点検を行い。不平等や不利益

　

を改善させる連動をすすめましょう

⑧

　

患者運動の歴史と遺産を引き継ぎ、患者運動の理論化と政策提

　

案づくりをすすめるための「患者運動研究所」設立の搾備をすす

　

めましょう

⑨

　

加盟団休の相互理解と相互援助、連帯を一屑強め、日本の患者

　

連動を大きく、力強く発展させましょう。ｊＰｃの活動を支え、

　

加盟団休の財源づくりともなるＪＰｃ協力会貝の拡大、物品販売

　

活動Ｕエl会､請噸募全活動をすすめましょう

⑩

　

社会保|章の後退を許さず、胆i勾患者・長期燦養忠者・障害者・

　

高齢者とその家族にとっても希望のある明るくじかな社会の実現

　

をめざすため、医療法や診療報酬の改悪、健康保険法の改悪に反

　

対する全国患者・家族の大行動を成功させましょう

を
打
ち
出
し
た
も
の
に
で
き
な
い
か
。

Ａ
伊
藤
代
表
幹
事
Ｖ

　

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
て
い
く
運
動
が

平
和
を
守
る
運
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

無
年
金
者
救
済
の
運
動
は
他
団
体
と
も

連
挑
し
て
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
。
ク
普
及
は
今
後
の
研
究
課

題
と
し
ま
す
。

　

成
人
、
小
児
の
難
病
対
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
立
場
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

請
願
項
目
に
つ
い
て
は
、
切
実
さ
の
見

え
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
行
動
は
、
運
動
す
る
中
で
財
政
的
襲

付
け
を
カ
ン
パ
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

｡轄染參の11間 1995- 7

.ﾀﾞ
″
り

う
す
る
の
か
。

請
願
項
目
を
患

者
の
立
場
か
ら

の
切
実
な
要
望

退
に
反
対
し
、
難
病
対
策
・
小
児
慢
性
特

定
疾
患
対
策
の
見
直
し
も
重
視
し
、
全
国

の
患
者
・
家
族
団
体
の
総
力
を
結
槃
し
た

大
行
動
を
提
起
し
ま
す
。

　

多
く
の
緊
急
課
題
に
対
応
し
、
国
の
政

策
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
た
め
に
も
、

各
団
体
の
連
帯
を
一
層
強
化
し
、
さ
ら
に

多
く
の
団
体
に
参
加
を
よ
び
か
け
、
九
三

年
度
の
活
励
を
大
き
く
、
力
強
く
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

ば
な
ら
な
い
。

動変
をえ
して
ない
けく
れ迎

こ
と
を
皆
で
確

認
し
、
意
識
を

Ａ
沢
野
敏
子
・
北
海
道
難
病
連
▽

　

公
費
負
担
は
苦
労
し
て
勝
ち
取
ら
れ
た

　

ま
た
、
平
和
の
国
で
こ
そ
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
。
ぜ
ひ
平
和
の
問
題
を

ア
ピ
ー
ル
な
ど
に
明
記
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
清
水
昇
勝
・
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
▽

　

無
年
金
者
の
解
消
の
た
め
の
運
動
を
強

め
て
欲
し
い
。

Λ
米
田
寛
子
・
兵
庫
県
難
病
連
Ｖ

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。
福

祉
ガ
イ
ド
ブ
。
ク
作
成
の
検
討
を
。

Ａ
泉
山
知
威
・
全
腎
協
▽

　

組
織
拡
大
と
今
後
の
方
針
を
明
確
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
難
病
の
定
義
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

Λ
恩
田
武
美
・
北
海
道
難
病
連
▽

　

秋
に
大
行
動
を
提
起
し
て
い
る
が
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
裏
付
け
は
ど

　

生
活
の
質
の

向
上
と
引
き
換

え
に
自
己
負
担

増
は
認
め
ら
れ

な
い
。

Λ
米
山
嘩
・
大
阪
難
病
連
▽

ＪﾌJ
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トぐ総会廓

　

19 9 3年度役員

　

私たちは病院のベッドから、療養中の自宅から、闘病しなが

らの職場から訴えてきました。゛病気になっても、障害があっ

ても、安心して医療を受け、生活が続けられ、人間としての尊

厳を保った人生を送りたい″と。

　

私たち患者は艮い闘病生活を続けながら。さまざまな悩みを

抱えてきました。

　

長川入院のベッドの上で暮らしの先行きに不安を感じ、外来

通院の途次、列車の中で医師の診断の結果を恐れ、在宅で|章害

を抱えながらの生活がいつまで続けられるのか、多くの不安で

途方に暮れてきました。

　

難病の医療費公費負担が実現したとき、内部障害者に障書年

金が支給されたとき、通院交通竹が補助されたとき。私たちは

一筋の光明を見る思いでした。闘病生活が大きなものに支えら

れていることを感じ、闘病への意欲が湧きました。社会保障の

存在を実感したのもその時です。

　

今、健康保険の給付範囲が狭められようとしています。医療

費公費負批制度がなくなると言われています。医療と福祉を支

えるはずの社会保障が、「峙代が変わった」の一言で、見直さ

れようとしています。

　

社会保障が「新しい社会連幣のあかし」とされ、「国民の生

活のすぺてを汪|や地方公共団休が保障するわけではない」とい

いきって、国民に最低限度の生活を保障すべき圃などの責任を

後退させようとしています。

　

私たちが求める医療や柵祉の向上は、憲法に根拠を持つ国民

の共通の願いであることに舘信と誇りを持ってきました。

　

基本的人情、人間の尊厳の頷保が時の政府の政策によって左

右されることを、私たち忠者・障害者は決して容認することは

できません。

　

憲法第25条にもとつ｀く社会保障の公的責任の拡充を強く要求

します。

　

全国の忠者・障害者の皆さん、国民の皆さん。病気や障害に

対して、いつでも、どこでも、誰でも、十分な医療や福祉が受

けられる社会保障を実現するため、結束し、連帯の輪を広げま

しょう。

　　　　　　　　　　　

1993年６月６日

　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会第８回総会

Ｊμ

役　名 氏　　　名 所属団体

代表幹事
長　　　宏

伊藤たてお

日本患者間盟

北海道難仙遊

服務局長 小林　孟史 全 ？　　協

幹　　服

　　菅原　道子

　※山崎　洋一

　　海和　↑専司

　※伊藤　文溥

　　山田　栄吉

　　ﾑ1,11崎　本一

　　久保田耕刈

　　安藤　晴美

　　紅野　　泉

　　砧城　貞三

　※址|納　正雄

　※濤　　栄三

　　朝見　宏和

　　神田　菊三

　　森ｍ　良恒

　　杉原　　仁

　　近藤　和正

　　高橋　豊栄

　　篠崎　雅吉

　　原［II　恒夫

　　大串　幸路

　　松尾　妬子

　　高帛　譲二

※辻川　寿之

※落合　希了-

※小関　　修

　大泉　　廣

　山ｍ　義信

　河野　都

　安部隆夫

※占川　圭助

　伺」静可

北海道難病巡

秋田県個病巡

山形県難病巡

teiJii県個個連

茨城県難病巡

群馬県難病連

長野県即病連

岐阜県個病連

静岡県即個連

滋穴県難病連

京都雅病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病連

和歌山県難.病迪

岡山県難病巡

香川県難病連

高知県眼病連

愛媛県難病巡

宮埼県難病巡

鹿児島県難病巡

ぺ　　仝　　協

日　　肝　　協

会　　交　　災

全国心臓病

仝　　賢　　協

会　　低　　即

金　　患　　協

パーキンソン

オストミー|烏会

日本患者同盟

目　　喘　　連

会計渋
瀬志水正夫

本間　　清

長野県作柄遊

金　　忠　　協

※は常任幹'j‘;

【
来

　

賓
】

　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

遠
山
亨
（
全
医
労
中
央
執
行
委
員
長
）

　

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

●
埼
玉
難
病
連
●
佐
賀
難
病
連
●
香
川

難
病
連
●
広
島
難
病
連
●
福
岡
難
病
連

●
愛
知
難
病
連
●
じ
ん
肺
同
盟
●
て
ん

か
ん
協
会
●
日
本
医
療
社
会
事
業
協
会

●
民
医
連
●
公
明
党
●
共
産
党
●
正
森

成
二
●
遠
藤
和
良
●
東
力
●
｝
一
階
俊
博

●
中
西
啓
介
●
野
田
実
●
佐
藤
祐
弘
●

三
浦
久
●
立
木
洋
●
上
田
耕
一
郎

■
■
一
一
巻
一
巻
響
響
一
■
1
1
1
1
一
一
Ｉ
一
一
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
－
一
1
1
1
1
1
1
1
一
ｓ
ｌ
一
一
暉
■
■
Φ
ｉ
４
ゆ
一
一
春
希
1
1
1
1
ｔ
ｌ
φ
φ
一
一
Φ
巻

　

来
賓

･

祝
電
Ｗ
Ｅ
セ

１
　

賢

一
‥
‥
一
１
１
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
χ
一
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
χ
‥
‥
‥
‥
一
‥
χ
一
‥
‥
‥
一
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
Ｍ
一
‥
‥
‥
‥
‥

１１
‥
一
‥
一
‥
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ｊ

　

総

　

会

　

!1寺

　

集

　

Ｊ

　

Ｔ

　　

1992年度決算報告

自:19り2. 4 . 1　至:1993. 3. 31

会
計
監
査
報
告
書

自:19り2. 4 . 1　至:1993. 3. 31　　　　　（単に：円）

収

入

の

部

項　　　目 予算額 決算額 予算比 備　　　　考

分　　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　人

　3,000,000

　■A,00( ，000

　　　900,000

　4,000,000

l(),870,0( 0

　　　100,653

3,367,313

1,410,000

1,335.700

4,170,127

6,604,703

　　167,863

　93.5

　47.0

148.4

104.3

　60.8

166.8

470目

有斜陽読分

国会請願募金

物品販売還元、一般寄付

利息、謝礼など

小　　　　　　　， -ﾄ 22,470,653 17,056,7( 6 75.9

前　期　噪　越 49,347 49,347 100.0
八

[-1　　　　　　　ｌ
十 22、520,000 17,106,05a 76.0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

旅　費　行　勣　費

事　　　盾　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　費

人　　　件　　　費

事　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雅　　　　　　　費

2.400,000

　　950,000

2，100,000

　　300,000

　　500,000

　　50 0,(.)()(

　　920.000

5,0(50,000

1,000.000

　　650,000

　　りOU,000

5,390,000

　　500,000

　　150,000

1,953,089

　　694.314

2,257,125

　　231,237

　　614,047

　　　11,270

　　713,109

3,003,216

　　960,000

　　456,245

　　395､100

3,599,085

　　500,0(JO

　　　57,891

　81.4

　73.1

107.5

　77.1

122.8

　　2.3

　77.5

　59.4

　96.0

　70.2

　43.9

　66.8

100.0

　38.6

総会､幹事会､常任幹事会他

35～38号印刷代、送料他

吾名用紙､チラシ､資料など

各種行動

交流会、研修派遣費など

書籍購入など

切手代､電話代､振込手数料

事務局員給与､アルバイlヽ娃

事務所家政、共益費他

什器備品類、リース代など

協力会費還元分

取扱|寸1体温兄分

92年度分積み立て

慶弔費他

蹴ての
む適一

ン正切
友にに
タ処つ
゜理い
　さ　て

　れ監
　て査

　い　し

　たた
　こ結
　と果

　を　｀
　認す
　めべ

小　　　　　　　ｌ

予　　　備　　　’

-|･

そ

21.320,000

　1.200.000

15,445,728

　　　　　　　　0

72.4

　0.0

合　　　　　　　， |･ 22,520.000 15,445,728 68. 5

　

一
九
九
二
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
議
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

一
九
九
三
年
五
月
十
五
日

　

会
計
監
査

　
　

瀬
志
本

　

正

　

夫

　

⑩

　
　

同

　
　
　
　

松

　

尾

　

郁

　

子

　

ｅ

(単位：円)

　　　

1993年度予算

白:1り93. 4 . 1　至:1994. 3. 31

＠

収

入

の

部

頂　　　　　目 92年度決算 93年度予鈴 構Ut. 5lt 備　　　　　　　　考

分　　　担　　　金

協　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　入

3,367,313

1.410.000

1,335,700

4,170,127

6,604,7n3

　　167,863

3,600,000

2,]00,0( 0

　900,000

4,200, ( 00

8,0 00,(100

　139,(375

10.2

　４．４

２０．４

38.8

　０ ．７

　０．７

前年度決算額の１％以上

700口

有料購読分

国会請願募金

物品販売還元、一般寄付

利息、集会収支など

小　　　　　　　計 17,056,706 18,939,675 91.9

前　期　繰　越 49,347 1,660.325 ８．１

合　　　　　　計 17,106,053 20,600,000 100.0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関,応発行費

印　　　刷　　　費

旅　費　行　動　費

･＼i　　　集　　　費

消禿研究費

通　　　信　　　費

入　　　件　　　賢

一1-V　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

肛務所設置積立金

雑　　　　　　　費

1,953,089

　　G94,314

2.257、125

　　231，237

　　614,047

　　　11,270

　　713,109

3,003,216

　　960,000

　　456,245

　　395,100

3.599､085

　　500 、O00

　　　57,891

2,H0( ，000

　　950､000

2,200,000

　　250,000

　　6(X), ( 00

　　100.り00

　　800,000

5,182,250

l,080,( 00

　　400,000

　　e30.000

4,200,000

　　50 0,000

　　　57,750

13.6

　４．６

10.7

　１．２

　２．９

　０ ．５

　３．９

25.2

　５．２

　１．９

　３．１

20.4

　２．４

　０．３

総会、幹事会、常任幹浙会他

39～43号印刷代、送料他

署名用紙、チラシ、資料池

出張戦費、各種行動

研修会、研修派遣費他

占籍購入他

切手代、電話代、振込予数料

事務Ｑ□給与．保険料他

恥務所家i1、共益賢他

什器備,＼!,m、リース代厄

|扁力会費遠兄分

取扱団体遠足分

慶弔費他

小　　　　　　計

次　期　繰　越

于　　　備　　　費

:5,445.728

　1,660,3^5

　　　　　　　0

19、750,000

　　　　　　0

　　850,000

95.9

　４．１ 緊急行動??他

合　　　　　　　計 ]7,106.(　53 20,600,000 100.0

315JI・IS奈の1●闇
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険
会

保

義

療
一
一
一
一
ｐ

医
審

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
　

食
事
、
室
料
、
薬
な
ど
保
険
は
ず
し
へ

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
反
対
の
大
運
動
準
備

　

療
養
型
病
床
群
の
新
設
な
ど
の
医
簾
法

「
改
正
」
に
も
と
づ
き
、
健
康
保
険
料
の

大
幅
「
改
正
」
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
か
ら
医
療
保
険
制
度
の
抜
本

的
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
医
療
保
険
審

議
会
は
、
五
月
二
十
一
日
の
小
委
員
会
報

　　　　　　

医療保険審議会

これまでの検討内容の中間まとめ（要旨）

告
に
つ
づ
い
て
、
六
月
二
十
三
日
、
同
審

議
会
と
し
て
の
検
討
内
容
の
「
中
間
ま
と

め
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
「
ま
と
め
」

は
、
同
審
議
会
が
検
討
項
目
と
し
て
あ
げ

た
八
項
目
の
う
ち
、
「
公
的
医
療
保
険
の

役
割
」
「
保
険
給
付
の
範
囲
・
内
容
」
に

し
ぼ
っ
て
検
討
し
て
き
た
内
容
を
中
間
報

告
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
注
目
さ
れ
て
い
た
保
険
給

付
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
給
食
、
室
料
、

薬
剤
・
治
療
材
料
の
給
付
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
「
見
直
す
必
要
」
「
検
討
す
る
必

要
」
が
あ
る
な
ど
と
し
て
、
保
険
給
付
の

一
部
あ
る
い
は
全
部
を
や
め
て
患
者
負
担

1.JI!1本的な視点

　　

超鳥齢化社会の到来を控え、疾病横道の変化パ仮療

　

ニーズの多様化、医療の高度化などの社会絲済の変化

　

に的確に対応し、将来にわたってすべての国民が安心し

　

て医療を受けられるような医班保険制皮の頗立

２．医療保険をめぐる状況の変化（略）

３．医療保険制度に関する問題点（略）

４．公的医療保険の役割と今後の対応

　

①公的医療保険の役割

　　　

公的医療保険制度は、保険料を徴収し、保険慨故が

　　

発生した場合に必要な給付を行う／保険料は収人に

　　

応じて徴収されており、所得肥分効米もある

　

②今後の対応

　　　

国民皆保険体制の糾持／老人保健制度等との関係に

　　

も留意しつつ、長期的に安定した医療保険制度の碓

　　

立／治療二－ズか低く、行､海、介護ニーズが鳥い患

　　

者への川大の対応とこれらの整介制のとれた休系的

　　

な展開／医療費のＧ批と財源のおり方の検討

５．公的医療保|炭の綸付の範囲・内容の見吐し

　

①保険給付の内容の見直し

　　

・給食

　

負担の公平、給けの原点化、質の向JIの観

　　　

点から給付のありﾉyの兄直し

　　

・室料

　

二－ズの多様化に応えるためありﾌﾞjの見直し

　　

・薬剤、治療材料

　

使用の適正化、保険給付の必要

　　　

性、優先度の脱点からあり方の検討

　

②特定療養費制度の活用

　

③現金給付の見直し

　

①関遮医雌給付の見直し

　　

・雌養費

　

位で眉寸け、適正化の観点から見直す

　　

・保|廣ﾀﾄ負批

　

その内容に応じ見直す

　

（以下略）

と
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

給
食
に
つ
い
て
は
、
「
在
宅
・
施
設
間

を
通
じ
た
負
担
の
公
平
、
給
付
の
重
点
化
、

給
食
の
質
の
向
上
を
図
る
等
の
観
点
か

ら
」
と
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
在
宅
の
患
者
の
食
事
は
自
費
で
あ
り
、

入
院
患
者
だ
け
に
保
険
で
負
担
す
る
の
は

不
公
平
で
は
な
い
か
、
ど
ん
な
病
気
の
入

院
患
者
に
も
保
険
給
付
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
病
院
給
食
を
お
い
し
い
も
の
に
す

る
に
は
保
険
の
範
囲
内
で
は
難
し
い
の
で

患
者
負
担
が
あ
っ
て
も
い
い
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
も
っ
ぱ
ら

経
済
性
が
重
視
さ
れ
、
医
療
に
占
力
る
給

食
の
役
割
を
ま
っ
た
く
評
価
し
て
い
ま
せ

ん
。
室
料
に
つ
い
て
も
、
「
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
」
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
、
薬
剤
・
治

療
材
料
も
ま
た
、
「
使
用
の
適
正
化
、
保

険
給
付
と
し
て
の
必
要
性
」
な
ど
が
主
な

理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
事
実
上
の
保
険
給
付
引
き
下

げ
で
あ
る
「
特
定
療
養
費
」
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
、
分
娩
費
、
傷
病
手
当
金
、
埋
葬
料

な
ど
の
現
金
給
付
、
療
養
費
、
保
険
外
負
担

の
あ
り
方
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
保

険
給
付
の
範
囲
・
内
容
が
全
面
的
に
改
悪

さ
れ
る
方
向
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
こ
う
し
た
医
療
保
険
改
悪

を
許
さ
な
い
た
め
、
秋
に
か
け
て
大
運
動

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

｡||･ｅの1巾闇199ろ－７3７6
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六
十
万
余
の
声
を
国
会
に

　

昨
年
十
月
の
一
斉
街
頭
署
名
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
第
七
次
国
会
請
願
署
名
は
、

各
加
盟
団
体
の
み
な
さ
ん
の
努
力
の
結

果
、
今
年
は
六
十
万
人
を
超
え
る
署
名
が

国会請願署名・募金一覧表

集会に積まれた請願書の束

加
盟
団
体
代
表
国
会
請
願

　

集
ま
り
ま
し
た
。

　
　

六
月
七
日
（
月
）
、
十
五
地
難
逓
四
十

　

五
人
、
九
疾
病
団
体
四
十
六
人
の
代
表
合

　

わ
せ
て
九
十
一
人
が
参
加
し
て
第
百
二
十

　

六
国
会
に
請
願
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

　

日
本
喘
息
患
者
会
連
絡
会
が
初
め
て
独
自

　

の
請
願
署
名
を
行
い
、
共
同
し
て
行
動
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

請
願
に
先
立
っ
て
衆
議
院
第
一
議
員
会

　

館
で
行
わ
れ
た
集
会
で
は
、
多
忙
の
な
か

　

二
十
人
の
国
会
議
貝
お
よ
び
議
員
秘
書
の

　

方
も
駆
け
つ
け
、
あ
た
た
か
い
励
ま
し
の

　

言
葉
を
う
け
ま
し
た
。

　
　

集
会
後
、
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
厚

參
生
委
員
を
は
じ
め
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
衆
参
両
院
の
百
四
十
一
人
の
議

員
に
要
請
行
動
を
行
い
、
す
べ
て
の
署
名

簿
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

両
議
院
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
受
理

さ
れ
、
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

が
、
六
月
十
八
日
の
解
散
に
よ
り
処
理
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

J77199ろ－７｡||・＠の11闇

待望の年金ブック

　

レッド刊行さる

障害年金改正をすすめる会

〒171東京都新宿区下落合

　　　

3 －15－29 LLI沼ビル２Ｆ

　　　

全国心臓病の子供を守る会

　　　

S 0 3-5982-4933

　

．ｊ①づしパ､’◇ゲ）‥‥‥‥･T

漸
改
ぶ
匯

　
　

「
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
」
発

行
の
年
金
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
わ
た
し
た
ち

団　体　名 署名数 募全能

北海道難病巡

和田県難病迷

山形県難病連

福島県難病連

茨城県作柄巡

群馬県難病巡

長野県費柄巡

静岡県難病連

岐阜県作柄迷

滋穴県作柄迷

京部難柄連

大阪知柄連

兵庫県作病連

奈良県作病迷

和歌山県難病巡

岡山県難病連

香川県費柄連

高知県費柄迷

愛媛県難病迷

宮111いふ難病達

鹿児島県難柄連

ス　　仝　　協

会　　交　　災

仝　　腎　　協

全国心臓病

パーキンソン

仝　　忠　　協

目　　肝　　協

目　患　同　脱

会　　低　　肺

オ　ス　ト　ミ　ー

目　　喘　　迷

そ　　の　　他

　39,079

　　7,054

　　　6n

　10,385

　　9,150

　13,710

　　9,300

　21,825

　14,155

　10, ( 28

　11,598

　54,304

　23,345

　　3,251

　13,976

　9,866

　1,634

　1,641

　5,600

　5,726

　8,340

　9,833

　3,830

290.023

　15,794

　3,690

　6,892

　1,142

　3,321

　1,996

　　　466

　　　373

　720,878

　37,131

　42.202

　50,( 00

　126,982

　86,910

225,644

198,992

121,712

284,000

577,283

　71,000

　20, ( 00

　58,000

　22,000

　44,7( 0

　15,700

　49,530

　80 ，000

107,710

957,482

300,( 00

497,940

　50,000

　30,000

100,10{

　72,258

　10,960

　69,371

合　　計 611,938 5,028,485

1993年６月25日現在

雀ね……

………

’７

が
め
ざ
す
年
金
制
度
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
自
立
生
活
を
支
え
ら
れ
な
い
年
金
の

実
態
、
国
の
年
金
「
改
正
」
膀
批
判
、
無

年
金
者
を
生
み
出
し
て
い
る
制
度
や
認
定

基
準
の
問
題
点
な
ど
を
年
金
問
題
の
専
門

家
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
九
四
年
度
に
年
金
法
「
改
正
」
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
年
金
「
改
正
」
を
め

ぐ
る
情
勢
、
障
害
年
金
制
度
の
問
題
点
、

障
害
年
金
改
善
の
た
め
の
運
動
の
課
題
と

展
望
を
学
び
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
今
年
の
重
点
課

題
と
し
て
か
か
げ
た
「
障
害
年
金
を
改
正

し
、
障
害
者
・
難
病
患
者
が
自
立
で
き
る

給
付
額
を
実
現
さ
せ
、
無
年
金
者
を
『
救

済
』
す
る
運
動
を
す
す
め
る
」
た
め
の
必

読
の
書
と
し
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

定
価

　

一
部
七
〇
〇
円
（
送
料
別
）
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ブ
‰
建
設
協
力
会
ス
タ
ー
ト

　

難
病
セ
ン
タ
ー
を
、
ど
う
し
て
も

　

こ
の
秋
田
の
地
に
実
現
し
た
い

　

十
五
年
前
に
、
は
じ
め
て
県
に
要
望
書

を
提
出
し
て
以
来
、
静
か
に
燃
や
し
続
け

て
き
た
こ
の
思
い
は
、
満
を
持
し
て
い
ま

新
し
い
矢
を
放
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
難
病
セ
ン
タ
ー
建
設
協
力
会
」

　

そ
れ
は
、
難
病
セ
ン
タ
ー
実
現
の
た
め

に
必
要
な
建
設
資
金
お
よ
び
運
動
資
金
を

確
保
す
る
た
め
、
広
く
県
民
に
支
援
を
呼

び
か
け
る
運
動
で
す
。
私
た
ち
は
、
十
年

前
セ
ン
タ
ー
を
実
現
さ
せ
た
北
海
道
難
病

連
の
あ
の
大
運
動
に
学
び
、
「
個
人
の
場

合
は
年
間
一
口
二
千
円
の
会
費
を
、
団
体

の
場
合
は
一
口
一
万
円
を
同
じ
く
五
年
間北海道難病連より贈られた広報車の贈呈

式
秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　

協
力
し
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
内
容
で
、

　
　

こ
の
協
力
会
の
取
り
組
み
を
今
年
度
か
ら

　
　

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
　
　

難
病
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
が
行
政
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
だ
け
の
受
け
身
の

施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
団
体
が
社

会
資
源
の
一
つ
と
し
て
市
民
権
を
得
、
し

か
も
相
談
事
業
な
ど
患
者
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
、
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
の
拠
点

で
も
あ
り
ま
す
。

　

難
病
連
の
存
在
を
か
け
た
こ
の
運
動
を

全
国
各
地
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

１
１

’
1
1
7
／
四

　
　

Ｉ
Ｒ
・
４
．
！
ｌ
ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ベ
ａ
ｃ
り
Ｉ
り
。
－
、
ｄ
ｃ
．
、
‐
一
■
ｉ
一
一
Ｉ
一
回
一

　

ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

μ
ぞ
Ｉ
・

　

海
外
研
修
を
終
え
た

　
　
　
　
　
　
　

菅
原

　

道
子
さ
ん

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
毎
年
協
力
会
員
海
外
研

修
派
遣
の
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
を
海
外

福
祉
事
業
の
研
修
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
二
人
の
方
を
派
遣
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。
当
選
者
の
一
人
で
、
す

で
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
福
祉
事
情
研
修
へ
行

っ
て
こ
ら
れ
た
菅
原
道
子
さ
ん
（
北
海
道

難
病
連
）
が
評
議
員
と
し
て
総
会
に
出
席

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
特
別
報
告
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
菅
原
さ
ん
は
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー

訪
問
の
詳
細
は
紙
面
で
報
告
し
ま
す
が
、

進
ん
だ
福
祉
に
驚
い
た
り
、
う
ら
や
ま
し

く
思
っ
た
り
の
連
続
で
し
た
。
で
も
Ｊ
Ｐ

Ｃ
か
ら
頂
い
た
金
額
だ
け
で
は
、
一
人
で

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
一

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
五
四
五
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

　

一
Ｌ
Ｌ
ｉ
ニ
U
l
M
i
n
-
i
i

1
1
l
H
r
Ｔ
Ｔ
-
>
U
3
1
1
-
i

総会で特別報告に立つ菅

原道子さん

も
赤
字
で
、
ペ
ア
参
加
は
と
て
も
無
理
で

す
。
も
っ
と
協
力
会
員
を
拡
大
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
研
修
に
参
加
し
学

ん
で
帰
っ
て
き
て
私
た
ち
の
運
動
に
還
元

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
員
募
集

◆
一
口

　

三
千
円
（
何
□
で
も
可
）

●
振
込
先

　

郵
便
振
替

　

東
京
１
－
9
0
6
5
5

　

J
P
C
事
業
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
業
局

　

ま
た
は
各
加
盟
団
体
事
務
局
へ

大
裁
万
五
纂
直
」

　

各
地
域
で

　
　
　
　
　

福
祉
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　

ブ
ッ
ク
刊
行

　

大
阪
難
病
連
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
難
病

連
、
群
馬
県
難
病
連
で
あ
い
つ
い
で
福
祉

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
共

同
募
金
会
や
福
祉
基
金
会
な
ど
か
ら
麹
用

の
一
部
助
成
を
う
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。
難
病
へ
の
理
解
、
難
病
患
者
に
対

す
る
福
祉
情
報
、
福
祉
制
度
利
用
の
案
内

な
ど
を
患
者
・
家
族
の
立
場
か
ら
編
集
し

て
い
ま
す
。

　

福
祉
八
法
の
改
正
に
伴
う
各
地
域
に
よ

る
諸
制
度
の
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
、
市

町
村
格
差
を
改
善
す
る
運
動
へ
の
足
が
か

り
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
豊
か
な
医
療
と
福
祉
を
め
ざ
し
、
難

病
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
な
が
る
動
き
と
し

て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
呑
み

込
め
体
制
も
軌
道
に
乗
り

か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

ま
た
人
手
不
足
。
誰
か
多

忙
の
時
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
い
。
乞
う
ご
連
絡
／

乃
ブ
ｈ
Ｈ
皿
雛
諮
一
作
り

　

頒
価
三
百
円
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